
中
国

ネ
ッ
ト
金
融
規
制

株
価
の
混
乱
防
止

へ
強
化

【北
京

・
共
同
】
中
国

人
民
銀
行

（中
央
銀
行
）

や
公
安
省
な
ど
は
１８
日
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
金
融
に

対
す
る
規
制
強
化
策
を
発

表
し
た
。
金
融
商
品
の
販

売
や
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
の

資
金
調
達
な
ど
幅
広
い
分

野
で
急
速
に
普
及
が
進
ん

で
い
る
が
、
従
来
は
野
放

し
に
近
か

っ
た
。
株
価
の

乱
高
下
で
金
融
不
安
定
化

ヮ/1マ
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へ
の
懸
念
も
広
が
る
中
、

「市
場
の
秩
序
を
守
る
」

（人
民
銀
）
た
め
混
乱
の

芽
を
摘
む
狙
い
だ
。

ネ

ッ
ト
金
融
事
業
者
は

今
後
、
当
局

へ
の
登
録
が

必
要
に
な
る
。
顧
客
か
ら

集
め
た
資
金
は
原
則
と
し

て
銀
行
な
ど
に
預
け
、
事

業
者
の
資
金
と
は
分
離
し

て
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
中
国
の
ネ

ッ
ト
金

融
は
、
個
人
同
士
の
資
金

の
貸
し
借
り
を
仲
介
し
た

り
、
高
利
回
り
を
う
た

っ

た
金
融
商
品
を
販
売
し
た

り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
態

で
急

速

に
発

展

し

て

い

る
。

一
方
で
業
者
が
資
金

を
持
ち
逃
げ
す
る
な
ど
悪

質
な
事
件
も
相
次
ぎ
、
消

費
者
保
護
の
観
点
か
ら
も

規
制
強
化
が
課
題
に
な

っ

て
い
た
。

半
面
、
中
国
政
府
は
ネ

ッ
ト
金
融
の
育
成
が
金
融

業
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
経

済
全
体
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
も
み
て
お
り
、
人

民
銀
は

「ネ

ッ
ト
金
融
業

界
の
健
全
な
発
展
を
非
常

に
重
視
し
て
い
る
」
と
強

調
し
た
。

る
恐
れ
が
あ
る
」
と
タ
イ
を

名
指
し
で
批
判
。
ト
ル
コ
で

は
タ
イ
の
領
事
館
が
襲
撃
を

受
け
る
事
態
も
起
き
た
。

タ
イ
政
府
は
８
日
夜
に
ウ

イ
グ
ル
族
１
０
９
人
を
中
国

に
送
還
し
た
。
密
入
国
者
と

し
て
昨
年
拘
束
し
た
ウ
イ

グ
ル
族
の

一
部
で
、
タ
イ
政

府
は

「
中
国
政
府
か
ら
の
証

拠
に
基
づ
き
中
国
国
籍
を
確

認
し
た
」
と
し
て
い
る
。
こ

Ｔ

ル
コ
南
東
部

を
爆
発
３０
人
死
亡

け
　
Ｉ
Ｓ
自
爆
テ
ロ
か

ｐノ

【カ
イ
ロ
共
同
】
シ
リ

ア
国
境
に
近
い
ト
ル
コ
南

東
部
ス
ル
チ
で
２０
日
、
少

数
民
族
ク
ル
ド
人
を
支
援

す
る
団
体
の
集
会
会
場
で

爆
発
が
あ
り
、
地
元
メ
デ

ィ
ア
に
よ
る
と
、
少
な
く

と
も
３０
人
が
死
亡
、
約
１

０
０
人
が
負
傷
し
た
。
当

局
者
は
過
激
派
組
織

「イ

ス
ラ
ム
国
」

（
Ｉ
Ｓ
）
に

よ
る
自
爆
テ
ロ
と
み
ら
れ

る
と
述
べ
た
。

ス
ル
チ
は
シ
リ
ア
北
部

の
ク
ル
ド
人
の
町
、
ア
イ

ン
ア
ル
ア
ラ
ブ

（ク
ル
ド

名

コ
バ

ニ
）
と
国
境
を
挟

ん
だ
ト
ル
コ
側
に
あ
る
。

ア
イ
ン
ア
ル
ア
ラ
ブ
は
昨

年
、
Ｉ
Ｓ
に
制
圧
さ
れ
た

が
、
今
年
１
月
に
ク
ル
ド

人
勢
力
が
奪
還
。
団
体
は

ア
イ
ン
ア
ル
ア
ラ
ブ
の
再

建
支
援
を
訴
え
る
集
会
を

開
い
て
い
た
。
ト
ル

コ
紙

ヒ

ュ
リ
エ
ト
は
Ｉ
Ｓ
を
支

持
す
る
１８
歳
の
女
が
自
爆

し
た
と
報
じ
た
。
Ｉ
Ｓ
は

ア
イ
ン
ア
ル
ア
ラ
ブ
の
再

奪
還
を
狙

っ
て
お
り
、
町

一
の
再
建
を
妨
害
し
よ
う
と

し
た
可
能
性
が
あ
る
。

|
艶 |

族
還ル嵯

イ

帝
ウ
強

に
、
国
際
社
会
か
ら
非
難
が

集
ま

っ
て
い
る
。
米
国
務
省

の
カ
ー
ビ
ー
報
道
官
は
９
日

（日
本
時
間
１０
日
）
の
記
者

会
見
で

「
（送
還
さ
れ
た
人

々
が
）
過
酷
な
扱
い
を
受
け

｀
夕
'P転

寿

れ
に
対
し
国
際
機
関
や
人
権

団
体
か

ら
批
判

が
噴
出
し

た
。同

連
難
民
高
等
弁
務
官
事

務
所

（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
の
幹

部
は

「
目
に
余
る
国
際
法
違

反
」
と
発
言
。
口
除
人
権
団

体
ヒ

ュ
ー
マ
ン

・
ラ
イ
ツ

・

ウ
オ

ッ
チ
は
１０
日

「
北
京
の

圧
力
に
Ｅ
し
、
人
々
か
ら
身

の
安
全
を
奪

っ
た
」
と
批
判

し
た
。
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
も
ズ
タ

イ
政
府
は
）
最
悪
の
処
罰
を

宣
告
し
た
に
等
し
い
」
と
し

て
、
送
遠
後
の
迫
害

へ
の
強

い
懸
念
を
表
明
し
た
。

タ
イ
の
プ
ラ
ユ
ッ
ト
暫
定

首
相
は
１０
日

「中
国
政
府
は

人
々
の
身
の
安
全
を
保
証
し

た
。
タ
イ
政
府
や
国
際
機
関

が
人
を
派
遣
し
て
彼
ら
の
安

全
を
確
認
す
る
こ
と
も
認
め

た
」
な
ど
と
述
べ
、
理
解
を

求
め
た
。

タ
イ
政
府
に
よ
る
と
国
籍

が
確
認
で
き
て
い
な
い
約
６０

人
の
ウ
イ
グ
ル
族
が
な
お
残

っ
て
お
り
、
そ
の
処
遇
が
焦

点
と
な
る
。

ト
ル
コ
で
は
８
日
夜
、
今

回
の
強
制
送
還
に
抗
議
す
る

人
々
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に

あ
る
タ
イ
領
事
館
を
襲
撃

！

れ
い
体
の
彰
巌
い
抑
ち
協
廃

一

、
タ
イ
を
非
難

一で
は
領
事
館
襲
撃

【
バ
ン
コ
ク
＝
小
谷
洋
司
】

タ
イ
軍
事
政
権
が
中
国
新
彊

ウ
イ
グ
ル
自
治
区
か
ら
逃
れ

て
き
た
ト
ル
コ
系
イ
ス
ラ
ム

教
徒
ウ
イ
グ
ル
族
の

一
部
を

中
国
に
強
制
送
還
し
た
こ
と
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辞登
ｕ
せヽ
ふ
や
対

費
困
層
と
の
連
帯

ロ
ー

マ
法
正
強
調

南
米
歴
訪

【
リ
オ
デ
ジ

ャ
ネ
イ

ロ

共
同
】
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

・

ロ
ー
マ
法
王
は
南
米
歴
訪

最
終
日
の
１２
日
、
パ
ラ
グ

ア
イ
の
首
都
ア
ス
ン
シ
オ

ン
の
ス
ラ
ム
街
を
訪
れ
日

写
真

・
ロ
イ
タ
ー
日

穴
費

悔
か
秩
懐
能
限
庁
嬢
麟
ヤ

と
述
べ
、
ミ
サ
に
行
く

一

方
で
ス
ラ
ム
街
に
注
意
を

払
わ
な
い
人
々
を
批
判
し

た
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
な
ど

が
伝
え
た
。

法
王
は
ス
ラ
ム
の
住
民

に

「パ
ラ
グ
ア
イ
に
い
る

以
上
、
あ
な
た
方
に
会
わ

な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か

っ
た
」
と
語
り
掛
け
、
貧

し
い
人
々
に
寄
り
添
う
姿

勢
を
強
調
し
た
。
法
王
は

別

の
場

所

で

ミ
サ
を

行

い
、
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
よ

る
と
、
１
０
０
万
人
以
上

が
参
加
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
フ

ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
大
統

領
も
駆
け
付
け
た
。

―

コ

挽贔十日Tマな事の商米訪問 ¬
P※日付は滞在期『‖

ワ万7犠働
■ アルゼンチンと返済延期で合意 万 ↓ソ協//↓7(

外務省は16日、アルゼンチンが延滞し
ている日本向け公的債務の返済を繰り延
べることで同国政府と合意したと発表し
た。国際協力銀行の融資など総額2200億
円余りの延滞債務全てを2019年 5月 30日
までに支払う。同国は01年 12月 にデフォ
ル ト (債務不履行)を宣言した。
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Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
「年
内
、米
利
上
げ
」

投
資
マ
ネ
ー
、
ド
ル
回
帰
一

が
進
む
と
の
見
方
か
ら
、
資

金や原油下落

東
京
金
、
８
ヵ
月
ぶ
り
安
値

海
外
Ｅ
Ｔ
Ｆ
は
７００

ン
ト
割
れ

東京市場の金は2013年 10月 2日

以来の下げ幅

金
の
円
建
て
価
格
が
約
８

カ

月
ぶ
り

の
安
値

と
な

っ

た
。
東
京
商
品
取
引
所
の
２‐

日
の
清
算
値
は
１
を
４
４
０

０
円
で
前
週
末
比
１
５
５
円

安

の
大
幅
な

下
げ

と
な

っ

た
。

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
場
の

時
間
外
取
引
が
直
近
高
値
の

５
月
中
旬
比
で
１
割
安
の
１

４
巧
１
１
０
５

ブレ
ド
近
辺
で
推

移

し
て

い
る

影
響
を
受
け

た
。
先
週
、
米
連
邦
準
備
理

事
会

（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の
イ
エ
レ

ン
議
長
が
議
会
で
利
上
げ
に

つ
い
て
言
及
し
て
以
降
、
売

り
が
目
立
つ
。

‐７
日
公
表
の
６
月
の
米
住

宅
着
工
作
数
が
市
場
予
測
を

上
回
り
米
国
の
景
気
回
復
基

調
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
も
売

り
材
料
と
な

っ
た
。
東
京
市

場
が
休
み
だ

っ
た
週
明
け
の

２０
日
に
は
上
海
の
金
の
取
引

市
場

で
大
量

の
売
り
が
出

て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
に

も
波
及
し
た
。

金
の
上
場
投
資
信
託

（
Ｅ

一　
　
　
！４

ヤ
　

一
，

　
　
　
　
！，
■
一
″
々
ケ
一

商
品
市
場
で
は
金
利
が
つ

か
な
い
資
産
で
あ
る
金
に
売

り
圧
力
が
強
ま

っ
た
。
指

標
と
な
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
先

物

は
イ

エ
レ

ン
議
長

の
議

会
証
言
を
受
け
て

一
時
、

１５

日
に
１
４

スす
１
１
４
２

，レ
ド
ま

で
下
落
。
４
カ
月
ぶ
り
安
値

を
つ
け
た
。

１６
日
の
時
間
外

取
引

で
も
安
値
圏

で
動

い

た
。金

相
場
に
連
動
す
る
プ
ラ

チ
ナ
は
１６
日
の
時
間
外
取
引

で
も
下
げ
続
け
た
。
１
４
考

１
０
０
０
が
日
前
ま

で
下

落
し
て
、
約
６
年
半
ぶ
り
の

安
値
国
。
生
産
田
で
あ
る
南

ア

フ
リ
カ
共
和
国

の
通
貨

ラ
ン
ド
安
が
重
な
り
、
供
給

増
も
意
識
さ
れ

て
売

ら
れ

た
。

ド
ル
高
の
影
響
は
原
油
に

も
波
及
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
場
の
Ｗ
Ｔ
Ｉ

（ウ
エ
ス

ト

・
テ
キ
サ
ス

・
イ
ン
タ
ー

ミ
デ
ィ
エ
ー
ト
）
は
１４
日
の

高
値
か
ら
４
％
下
げ
、　
一
時

１
叫
５‐

ブレ
ド
前
後
に
な

っ
た
。

‐
‐

剰
生

４
ントま
で
減

２
一　
の
半
分
ほ
ど

研

一　
に
な
り
、
７

倒
一
年
ぶ
り
低
末

‐十
一
準

と

な

っ

‐０
一
た
ｏ

０８
年
の

〕中シ（）工Ｓも神咋却寺中中”一中幸確筆葬詫取ま揮勅印
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シ リ
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ツ マ
ク ン
後 ・

ギ
リ
シ
ャ
不
安
が
後
退
し

た
こ
と
も
あ
り
、
積
極
的
な

買

い
材
料

が
み
あ
た
ら
な

い
。
第

一
商
品
の
村
上
孝

一

課
長
は

「
相
場
は
弱
い
地
合

い
が
続
く
。
国
際
相
場
は
１

１
０
０

，レ
ド
台
半
ば
が
当
面
の

上
値
に
な
り
そ
う
」
と
話
し

て
い
る
。

国
内
で
金
地
金
を
販
売
す

る
店
で
は
２‐
日
、
個
人
投
資

家
の
客
足
が
伸
び
た
。
大
手

の
回
中
貴
金
属
工
業
の
都
内

涙
艦
店
で
は
窓
口
を
急
き
ょ

増
や
し
て
対
応
し
た
。
来
客

は
先
週
の
１
日
当
た
り
平
均

と
比
べ
て
２
倍
に
な

っ
た
。

安
値
と
み
て
購
入
に
動
く
投

資
家
が
目
立

っ
た
。



一
日
、
上
半
期

（１
～
６
月
）

の
資
産
用
地
金
の
売
買
量
を

公
表
し
た
。
安
値
に
な

っ
た

プ
ラ
チ
ナ
は
販
売
量
が
４
２

０
０

ロ
キ
で
前
年
同
期
比
２

，

２
借
に
膨
ら
ん
だ
。　
一
方
、

同
社
が
投
資
家
か
ら
買
い
取

び
、
１
２
１
１

ロ
キ
が
買
わ
れ

た
。
単
月
で
は
２
０
１
２
年

５
月
以
来
の
水
準
に
な
る
。

１
～
６
月
の
金
の
販
売
量

は
前
年
同
期
比
３４

・
５
％
減

の
１
万
１
４
５
９

ロ
キ
だ

っ

た
。

「甘
い
飲
み
物
を
や
め

る
」
な
ど
の
健
康
宣
言
を

し
た
ら
１
０
０
で
。
ロ
ー

ソ
ン
は
社
員
ら
約
７
０
０

０
人
を
対
象
に
健
康
増
進

の
目
標
を
達
成
す
る
と
独

自
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る
制
度
を
６
月
か
ら
始
め

た
。

最

大

で
年

１

万

で

（
１
万
円
分
）
に
な
る
。
共

通
ポ
イ
ン
ト
「ポ
ン
タ
」
に

交
換
で
き
、
１
で
当
た
り

１
円
と
し
て
コ
ン
ビ

ニ
な

ど
で
買
い
物
に
使
え
る
。

２
０
１
２
年
に
５０
歳
前

後
の
幹
部
２
人
が
体
調
を

崩

し

た

の
を

き

っ
か

け

に
、
同
社
は
長
ぐ
元
気
に

働
け
る
職
場
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。
健
康
診
断
の

受
診
率
を
１
０
０
物
に
す

る
最
優
先
課
題
を
１３
年
度

に
ク
リ
ア
し
、
さ
ら
に
取

り
組
み
を
前
進
さ
せ
た
。

新
制
度
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
専
用
ペ
ー
ジ
な

ど
か
ら
参
加
。
健
康
診
断

の
結
果
を
入
力
す
る
と
ス

タ
ー
ト
で
き
、
同
時
に
独

自
ポ
イ
ン
ト
が
１
０
０
で

も
ら
え
る
。
そ
の
後
は
、

健
康
宣
言
と
し
て

「体
重

を
毎
日
記
録
す
る
」

「
エ

レ

ベ
ー

タ

ー

は
使

わ

な

い
」
な
ど
三
つ
の
目
標
を

設
定
し
、

９０
日
間
実
践
す

れ
ば
３
０
０
０
ど
が
加
算

さ

れ

る

と

い

っ
た
内

容

だ
。
健
康
診
断
で
は
、
受

診
し
な
か

っ
た
社
員
と
そ

の
上
司
の
賞
与
を
そ
れ
ぞ

れ
１５
物
、

‐０
物
減
ら
す
制

度
を
略
年
度
に
導
入
し
、

そ
れ
以
降
は
未
受
診
率
ゼ

ロ
に
な

っ
た
。

ワ/

|ろ/2密 あβ

健康目標達成でポンタ

ローソン、社員に年 1万円分
と
が
‐３
日
、
警
視
庁
な
ど

へ

の
取
材
で
分
か

っ
た
。
攻
撃

を
や
め
る
に
は
仮
想
通
貨
ビ

ッ
ト
コ
イ
ン
を
支
払
う
よ
う

要
求
す
る
英
文
の
メ
ー
ル
も

届
い
た
と
い
う
。

捜
査
関
係
者
な
ど
に
よ
る

と
、
６
月
２５
日
午
前
９
時
ご

ろ
か
ら
セ
ブ
ン
銀
行
の
シ
ス

テ
ム
が
Ｄ
Ｄ
ｏ
Ｓ
攻
撃
を
受

け
、
約
２
時
間
に
わ
た
り
顧

客
が
ネ

ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の

取
引
画
面
に
接
続
し
に
く
く

な

っ
た
。

セ
ブ
ン
銀
行
に
よ
る
と
、

情
報
流
出
な
ど
の
被
害
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。

セ
ブ
ン
銀
行
は
警
視
庁
に

被
害
相
談
し
て
い
る
。

米
ネ

ッ
ト
配
信
基
盤
大
手

ア
カ
マ
イ

・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ズ
の
日
本
法
人

（東
京

・
中

央
）
に
よ
る
と
、
中
同
地
方

な
ど
の
約
１０
の
金
融
機
関
に

対
し
て
も
、
５
月
ご
ろ
か
ら

同
様
の
攻
撃
が
あ

っ
た
。
１

時
間
程
度
の
比
較
的
小
規
模

な
攻
撃
の
後
、

「
も

っ
と
巨

大
な
攻
撃
も

用
意

し
て
い

る
」
な
ど
と
脅
迫
す
る
メ
ー

ル
が
届
い
た
ケ
ー
ス
が
あ
る

と
い
う
。

れ

”

大
量
デ
ー
タ
送
り
接
続
妨
害

セ
ブ
ン
銀
に
Ｄ
Ｄ
Ｏ
Ｓ
攻
撃

ビットコイン
メールで要求

セ
ブ
ン
銀
行
の
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
サ
イ

ト
が
６
月
、
集
中
的
に
大
量

の
デ
ー
タ
を
送
り

つ
け
て
サ

▼
Ｄ
Ｄ

ｏ
Ｓ
攻
撃

　

「
∪

一∽
一
【
一ザ
α
一
〇
ａ
　
〕
Φ
↓
一や
一　
〇
【

∽
雲

ユ
呂

」

（
分
散
型
サ

ー
ビ
ス
妨
年
）
の
略
。
ウ
イ

ル
ス
で
乗

っ
取
る
な
ど
し
た

多
数
の
パ
ソ
コ
ン
や
サ
ー
バ

ー
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

Ｌ
の
サ
イ
ト
を
管
理
す
る
サ

ー
バ
ー
に
処
理
能
力
を
超
え

イ
ト
を
パ
ン
ク
さ
せ
る

「
Ｄ

Ｄ
ｏ
Ｓ

（デ
ィ
ー
ド
ス
）
攻

撃
」
を
受
け
、　
一
時
的
に
接

続
し
に
く
く
な

っ
て
い
た
こ

る
大
量
の
デ
ー
タ
を
送
り

つ

け
、
サ
イ
ト
を
表
示
で
き
な

く
し
た
り
、
関
覧
し
に
く
く

し
た
り
す
る
。

２
０
１
０
～
１２
年
に
も
日

本
の
政
府
機
関
が
Ｄ
Ｄ
ｏ
Ｓ

攻
撃
を
受
け
、
サ
イ
ト
が

一

時
閲
覧
で
き
な
く
な
る
例
が

相
次
い
だ
。
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東
芝
不
正
会
計
の
間

大
規
模
損
失

報
告
な
し

儀

檸

「あ
な
た
た
ち
は
な
ぜ
、

こ
ん
な
に
楽
観
的
な
見
通
し

を
示
せ
る
の
か
」

２
０
１
２
年
夏
、
東
京
都

港
区
の
東
芝
本
社
で
開
か
れ

た
取
締
役
会
。
同
社
幹
部
が

売
上
高
や
利
益
の
見
通
し
を

示
し
た
社
内
向
け
予
算
を
報

告
す
る
と
、
社
外
取
締
役
の

一
人
か
ら
実
現
性
を
疑
間
視

す
る
声
が
上
が

っ
た
。
前
年

を
大
幅
に
上
回
る
業
績
を
見

込
ん
で
い
た
た
め
だ
。

し
か
し
、
同
社
幹
部
か
ら

明
確
な
説
明
は
な
く
、
取
締

役

会

は

そ

の
ま

ま
お
開

き

に
。
発
言
し
た
社
外
取
締
役

は
最
近
、

「な
ぜ
何
も
答
え

て
も
ら
え
な
か

っ
た
の
か
、

今
回
の
問
題
で
や

っ
と
分
か

っ
た
」
と
周
囲
に
漏
ら
し
た
。

東
芝
で
は
利
益
目
標
の
達

成
を
求
め
る
社
長
ら
の
強
い

圧
力
の
下
、
各
事
業
部
門
が

損
失
先
送
り
な
ど
で
利
益
を

水
増
し
し
て
い
た
。
当
時
は

す

で
に
社

外

取
締

役

に
対

し
、
業
績
改
善
の
根
拠
を
示

せ
な
い
状
況
に
陥

っ
て
い
た

の
だ
。

不
正
会
計
を
調
査
し
た
第

三
者
委
員
会
の
報
告
書
に
よ

る
と
、
利
益
水
増
し
を
認
識

で
き
る
資
料
が
社
長
に
報
告

さ
れ
る

一
方
で
、
社
外
取
締

役
が
出
席
す
る
取
締
役
会
に

は

「報
告
さ
れ
た
事
実
は
見

当
た
ら
な
か

っ
た
」
と
い
う
。

受
注
後
に
数
百
億
円
の
損
失

が
発
生
し
た
案
件
が
、
取
締

役
会
に
報
告
さ
れ
な
い
ケ
ー

ス
も
あ

っ
た
模
様
だ
。
重
要

な
情
報
を
社
内
取
締
役
の
み

が
共
有
し
、
社
外
取
締
役
に

よ
る
チ

ェ
ッ
ク
が
機
能
不
全

を
起
こ
し
て
い
た
。

「我
々
は
ど
こ
に
も
負
け

な
い
ガ
バ
ナ
ン
ス

（企
業
統

治
）
を
作

っ
た
つ
も
り
。
な

ぜ
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
て
し

社外取締役チェック 機能不全
ま

っ
た
の
か
」
。
あ
る
東
芝

Ｏ
Ｂ
が
ほ
や
む
。
意
思
決
定

の
迅
速
化
や
、
不
正
を
防
ぐ

た
め
の
企
業
統
治
で

「東
芝

は
先
駆
者
」
と
の
自
負
が
あ

っ
た
た
め
だ
。

東
芝
で
は
１
９
９
０
年
代

後
半
か
ら
００
年
代
前
半
に
か

け

て
積

極
的

に
改

革
を
推

進
。

９８
年
に
執
行
役
員
制
度

を
導
入
し
、

０３
年
に
は
い
ち

は
や
く
米
国
流
の
経
営
形
態

で
あ
る
「委
員
会
設
置
会
社
」

に
移
行
し
た
。

当
時
は
ラ
イ
バ
ル
の
ソ
ニ

ー
が
東
芝
よ
り
前
の
９７
年
に

執
行
役
員
制
度
を
導
入
し
て

注
目
を
集
め
て
お
り
、
関
係

者
は

「ソ
ニ
ー
に
対
す
る
強

烈
な
対
抗
心
が
あ

っ
た
」
と

証
言
す
る
。

委
員
会
設
置
会
社
は
、
社

外
取
締
役
の
権
限
を
強
め
た

の
が
特
徴
だ
。
経
営
の
監
視

や
取
締
役
候
補
の
指
名
を
行

う
三
つ
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー

は
、
そ
れ
ぞ
れ
過
半
を
社
外

取
締
役
が
務
め
る
。
外
部
か

ら
の

「監
視
の
目
」
を
取
り

入
れ
、
先
進
的
な
経
営
体
制

を
整
え
た
は
ず
だ

っ
た
。
し

か
し
、

０８
年
度
以
降
は
利
益

至
上
主
義
で
突
き
進
ん
だ
社

長
ら
の

「暴
走
」
を
止
め
ら

れ
ず
、
１
５
０
０
億
円
を
超

え
る
利
益
水
増
し
を
今
日
ま

で
放
置
し
た
。

「監
視
の
目
」
を
担
う
は

ず
の
社
外
取
締
役
の
人
選
に

も
問
題
が
あ

っ
た
と
の
指
摘

は
多
い
。
現
在
、
東
芝
の
４

人
の
社
外
取
締
役
の
う
ち
２

人
は
元
外
交
富
だ
。
元
役
員

は

「お
飾
り
と
ま
で
は
言
わ

な
い
が
、
経
営
、
経
理
の

『嗅

覚
』
は
乏
し
い
」
と
批
判
す

る
。
第
二
者
委
も

「法
律
、

財
務

。
経
理
の
知
識
を
有
す

る
人
材
」
の
登
用
を
求
め
た
。

今

回

の

不

正
会

計

問

題

は
、
東
芝
が
強
化
し
て
き
た

は
ず
の
企
業
統
治
の
仕
組
み

が
、
見
か
け
倒
し
の

「張
り

ぼ
て
」
だ

っ
た
こ
と
を
露
呈

し
た
。
金
融
庁
幹
部
は

「今

回
の
教
訓
は
、
企
業
統
治
は

形

で
は
な

い
と

い
う

こ
と

だ
」
と
指
摘
す
る
。

９０
年
代

後
半
に
社
長
を
務
め
た
西
室

泰
三
氏
は
２２
日
、
日
本
郵
政

社

長

と
し

て
の
会

見

の
場

で
、

「私
自
身
、
東
芝
の
姿

を
相

当
変

え

た

つ
も

り
だ

が
、
配
慮
が
足
り
な
い
部
分

が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
」

と
肩
を
落
と
し
た
。

執行役員制度を導入、取
締役会の少人数化

社内カンパニー制導入

指名委員会、報酬委員会
を設置

委員会設置会社に移行
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